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特　集
平成21年度
静岡県産業施策のあらまし

クローズアップ
インタビュー

安全の追求とコンプライアンスの徹底を
地域社会の安全確保に貢献
静岡県消防設備保守点検協同組合　西川和宏 理事長

事務局多事済済

「施設が賑えば、個店も潤う」
共同店舗運営に手腕振るう
伊東商業協同組合　村山 茂 専務理事

Business
Report

組合青年部の新たな可能性を探る
ほか

Topics
情報連絡員による月次景況調査からみる
平成20年県内中小企業の景況

ネットワーク
手助けのふりをした勧誘・斡旋にご注意ください！
ほか

シリーズ
「くみあい百景」

駐車場事業を基盤に
文化財を活用したまちづくりを
下田市商業協同組合

視点･指導員の
現場から チームワークがもたらすもの

新設組合･
読者プラザ

協同組合SKS 小関春巳 理事長

中央会 情報企画課 小沼民奈子
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C O N T E N T S

県内の朝日新聞販売店80店で組織す

る協組の事務局に入って、この4月で丸

3年。経理を中心に総務全般を担う。

「どんな問い合わせにも即答する事務

局長を身近で見て、いつもすごいなと

思っています。思うだけでなく、少し

でも近づくためにいろいろと勉強して

いきたい」と自己啓発にも積極的だ。

資格の取得も？と話を向けると「秘

密です」と笑顔でかわされた。

「運動不足解消のため」休日はウォー

キングで汗を流す。

「平日も体が重いなと思ったら、自宅

まで歩いて帰ることもありますよ」とた

っぷり1時間以上をかけ家路に向かう。

最近、明治の文豪の作品を読み始めた。

「100年以上前の小説なのに全然、

古臭くなくて新鮮です。とくに森 外

の“舞姫”や樋口一葉の“たけくらべ”

がお気に入り」。すっかり魅せられた様

子だ。

平木香里さん

静岡県朝日新聞販売協同組合
（静岡市葵区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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2中小企業静岡 2009.4

■
新
事
業
、
新
産
業
の
創
出
に
よ
る
地

域
の
競
争
力
の
強
化
の
た
め
、
引
き

続
き
、「
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
」、「
フ
ー
ズ
・

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
」、「
フ
ォ
ト
ン
バ
レ

ー
」の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
次
世

代
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
集
積
を

図
る「
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ

ー
」の
形
成
を
推
進
す
る
。

■
医
療
・
福
祉
機
器
、ロ
ボ
ッ
ト
、
航
空

宇
宙
、
環
境
技
術
関
連
な
ど
の
新
た

な
事
業
分
野
へ
進
出
す
る
中
小
企
業

を
支
援
す
る
。

■
創
業
か
ら
新
商
品
の
開
発
、
販
路
開

拓
ま
で
の
総
合
的
な
企
業
支
援
、
県

の
試
験
研
究
機
関
に
よ
る
研
究
開
発

や
技
術
支
援
に
よ
り
、
付
加
価
値
の

高
い
新
技
術
、
新
商
品
の
開
発
と
事

業
化
・
製
品
化
を
支
援
す
る
。

■
中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
が
連
携

し
、
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な

ど
を
行
う
農
商
工
等
連
携
の
取
組
に

対
し
、
中
小
企
業
向
け
制
度
融
資
の

新
事
業
展
開
支
援
資
金
や
農
業
改
良

資
金
な
ど
に
よ
り
支
援
し
、
新
た
に

「
し
ず
お
か
農
商
工
連
携
基
金
」を
造

成
し
、
運
用
益
に
よ
る
新
商
品
開
発

へ
の
助
成
な
ど
を
行
う
。

■
新
規
雇
用
の
創
出
や
県
内
企
業
の
取

引
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
本
県
の
多

彩
な
産
業
の
集
積
を
活
か
し
、
企
業

の
立
地
環
境
整
備
と
国
内
外
か
ら
の

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

●
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進

事
業
費（
新
産
業
集
積
室
）

三
九，
五
〇
〇
千
円

複
数
の
中
小
企
業
等
が
共
同
で
静
岡

新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
の
研
究
成
果

を
活
用
し
事
業
化
す
る
こ
と
を
支
援
。

●
富
士
山
麓
先
端
健
康
産
業
集
積
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
費
（
新
産
業
集

積
室
）

一
〇
六，
〇
〇
〇
千
円

●
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

事
業
費（
新
産
業
集
積
室
）

九，
九
五
〇
千
円

健
康
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充

実
す
る
。

●
創
薬
探
索
研
究
事
業
費
（
新
産
業
集

積
室
）

四
五，
八
〇
〇
千
円

静
岡
発
の
創
薬
を
目
指
す
創
薬
探
索

研
究
を
推
進
す
る
。

静岡県産業施策のあらまし
第1次産業から第3次産業までを通じた、一元的な産業振興と就業支援を行う静岡県産業部。

平成21年度は、「産業競争力の強化」を戦略テーマに掲げ、世界的な金融危機による国内外の社会経済環

境の大きな変化の中で、当面の課題として、雇用機会の創出や就業の支援などの「緊急雇用対策」に引き続

き取り組む。さらに、静岡県産業の持続的発展を図るため、「新事業・新産業の創出と技術振興」、「経営力

の向上」、「雇用・就業環境の整備と人材育成」、「交流人口の拡大」の4つの基本方向に基づき、各種施策を

積極的に展開し、本県の産業振興に努めていく考えだ。

今月号では、新年度、産業部が展開する事業の概要を紹介する。

特集

主
要
事
業
の
概
要
■
事
業
名（
主
な
事
業
を
要
約
・
抜
粋
）

平成21年度

新
事
業
・
新
産
業
の
創
出
と

技
術
振
興

静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー

の
推
進

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー（
富
士
山
麓
先
端
健

康
産
業
集
積
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

21年04月号_P01-24  09.4.2 13:15  ページ 2



3 中小企業静岡 2009.4

『独創性のある“元気な産業”づくり』 
基本方向 

緊急雇用対策 

新事業・新産業の創出と 
技術振興 

経営力の向上 

雇用・就業環境の整備と 
人材育成 

交流人口の拡大 

取　　　　組 

産

業

競

争

力

の

強

化

 

産

業

の

生

産

性

向

上
 

○ 基金を活用した雇用機会の創出 
○ 離職した非正規労働者等の就業支援 
○ 多様なニーズに対応した職業能力開発支援 

静岡新産業集積クラスターの推進 

静岡ブランドの育成とマーケティング力の強化 

研究開発・技術革新の支援 

産業間・企業間の連携による新商品開発と販路開拓 

企業誘致の推進 

足腰の強い水産業の確立 

ビジネス経営体を核とした農業構造の構築 

林業・木材産業の振興 

雇用の確保と安定 

誰もが能力を発揮できる就業環境の整備 

人材の育成と技能・技術の向上 

国内外からの効果的な誘客と観光魅力の向上 

中小企業の経営改善支援 

安全・安心の確保と環境に配慮した産業活動の促進 

●
富
士
山
麓
エ
リ
ア
研
究
開
発
促
進
事

業
費
助
成（
技
術
振
興
室
）

三，
四
〇
〇
千
円

産
学
官
連
携
に
よ
る
、
が
ん
診
断
基

盤
技
術
の
開
発
等
の
研
究
成
果
を
地
域

企
業
へ
普
及
す
る
。

●
フ
ー
ズ
・
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業
費（
新
産
業
集
積
室
）

一
九，
八
〇
〇
千
円

食
品
・
医
化
学
品
産
業
の
集
積
を
促

進
す
る
た
め
、
地
元
中
小
企
業
の
事
業

化
を
支
援
す
る
。

●
地
域
結
集
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

推
進
事
業
費
（
技
術
振
興
室
）

五，
〇
〇
〇
千
円

新
世
代
茶
飲
料
と
素
材
開
発
を
テ
ー

マ
に
し
た
大
型
研
究
事
業
を
推
進
す
る
。

●
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
事
業
費
助
成

（
技
術
振
興
室
）
三
三，
五
〇
〇
千
円

光
・
電
子
技
術
関
連
産
業
の
集
積
を

促
進
す
る
た
め
、
様
々
な
技
術
や
研
究

成
果
を
地
域
に
普
及
す
る
。

●
中
小
企
業
成
長
基
盤
強
化
事
業
費
助

成（
技
術
振
興
室
）二
五，
〇
〇
〇
千
円

医
療
・
福
祉
機
器
、ロ
ボ
ッ
ト
、
航
空
宇

宙
、
環
境
技
術
関
連
な
ど
、
中
小
企
業
の

特集　静岡県産業施策のあらまし
組合活性化情報

平成 2 1年度　　県産業部の施策体系

フ
ー
ズ
・
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ（
食
品
・
医

薬
品
・
化
成
品
産
業
集
積
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

フ
ォ
ト
ン
バ
レ
ー（
光
・
電
子
技
術
関

連
産
業
集
積
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
開
発
・
技
術
革
新
の
支
援

2
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4中小企業静岡 2009.4

新
た
な
事
業
分
野
を
支
援
す
る
。

●
戦
略
課
題
研
究
費（
研
究
調
整
室
）

一
〇，
〇
〇
〇
千
円

大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し
て
、

富
士
山
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
環
境

と
調
和
し
た
産
業
振
興
を
図
る
た
め
の

研
究
等
を
実
施
す
る
。

●
し
ず
お
か
農
商
工
連
携
基
金
貸
付
金

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
）

八
一
〇，
〇
〇
〇
千
円（
中
小
企
業
振

興
資
金
特
別
会
計
）

中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
の
連

携
体
に
よ
る
農
商
工
連
携
事
業
を
促
進

し
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る
。

●
新
規
産
業
立
地
事
業
費
助
成（
企
業
立

地
推
進
室
）四，

一
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

●
地
域
産
業
立
地
事
業
費
助
成（
企
業
立

地
推
進
室
）一，

五
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

●
工
業
用
地
安
定
供
給
促
進
事
業
費
助

成（
企
業
立
地
推
進
室
）

一
一
四，
五
〇
〇
千
円

企
業
誘
致
及
び
既
存
企
業
の
定
着
や

工
業
用
地
の
安
定
的
な
供
給
を
促
進
す

る
た
め
に
助
成
す
る
。

●
外
資
系
企
業
誘
致
強
化
事
業
費（
企
業

立
地
推
進
室
）
一
五，
五
〇
〇
千
円

海
外
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
や
外
資
系

企
業
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
運

営
等
に
よ
り
、
外
資
系
企
業
誘
致
や
海

外
か
ら
の
投
資
促
進
を
行
う
。

■
競
争
力
強
化
と
持
続
的
な
成
長
の
た

め
に
は
全
て
の
産
業
に
お
い
て
、
事
業

者
の
経
営
力
を
向
上
さ
せ
、
産
業
全

体
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
県
農

林
水
産
物
の
市
場
開
拓
や
商
品
づ
く

り
の
推
進
、
静
岡
ブ
ラ
ン
ド
育
成
、マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化
に
取
り
組
む
。

■
農
林
水
産
業
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体

を
核
と
し
た
農
業
構
造
の
構
築（
農

業
）、
品
質
の
確
か
な
県
産
材
を
低
コ

ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制

づ
く
り
の
推
進（
林
業
）、
漁
協
再
編

の
促
進（
水
産
業
）等
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
本
県
農
林
水
産
物
の
生
産

及
び
安
全
管
理
に
関
す
る
適
切
な
情

報
発
信
、
地
産
地
消
推
進
運
動
や
食

育
活
動
の
積
極
的
な
推
進
、
有
機
農

業
や
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
推
進
な
ど

地
域
資
源
を
活
か
し
、
環
境
に
配
慮

し
た
産
業
活
動
の
促
進
に
取
り
組
む
。

■
商
工
業
で
は
、
経
営
革
新
に
取
り
組

む
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
者
の
支
援
、

県
制
度
融
資
に
よ
る
中
小
企
業
の
資

金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る
。
併
せ
て

地
域
に
根
ざ
し
た
地
場
産
業
や
下
請

中
小
企
業
の
振
興
、
魅
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
な
ど
商
業
の
振
興
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

●
し
ず
お
か
農
林
水
産
物
海
外
市
場
等

開
拓
事
業
費
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
）

二
一，
〇
〇
〇
千
円

本
県
農
林
水
産
物
の
東
ア
ジ
ア
や
欧

米
市
場
へ
の
輸
出
を
促
進
す
る
た
め
、
現

地
で
の
販
売
促
進
活
動
を
支
援
す
る
。

●
し
ず
お
か
ブ
ラ
ン
ド
日
本
一
推
進
事

業
費（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
）

六，
三
〇
〇
千
円

●
し
ず
お
か
農
産
物
「
戦
略
的
ブ
ラ
ン

ド
産
地
形
成
」
事
業
費
（
農
業
振
興
室

ほ
か
）

四，
八
四
〇
千
円

関
係
団
体
と
協
働
し
県
特
産
品
の
首

都
圏
等
で
の
販
売
力
強
化
等
を
図
る
。

●
新
・
静
岡
茶
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
推
進
事

業
費（
お
茶
室
）
四
五，
五
〇
〇
千
円

お
茶
を
通
じ
て
静
岡
ブ
ラ
ン
ド
を
世

界
へ
発
信
す
る
。

●
浜
名
湖
フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ

ア
二
〇
〇
九
開
催
事
業
費
（
み
か
ん

園
芸
室
）

一
五
一，
二
五
〇
千
円

国
内
外
の
一
流
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
競
い

合
う
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
開
催
。

●
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
支
援
事
業
費

助
成（
農
業
振
興
室
）三，
〇
〇
〇
千
円

企
業
等
が
出
資
す
る
農
業
生
産
法
人

の
農
業
参
入
を
支
援
し
、ビ
ジ
ネ
ス
経
営

体
の
育
成
を
図
る
。

●
農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減
抜
本
対
策
事

業
費（
農
業
振
興
室
ほ
か
）

三，
八
四
〇
千
円

原
油
・
飼
料
・
肥
料
等
高
騰
対
策
と
し

て
、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
拡
大
、
低
コ
ス

ト
飼
料
用
米
栽
培
・
流
通
シ
ス
テ
ム
確
立

及
び
高
機
能
た
い
肥
活
用
推
進
の
た
め

の
実
証
調
査
等
を
行
う
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
総
合
支
援
事
業
費

（
農
業
振
興
室
）

四，
六
〇
〇
千
円

ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
を
育
成
・
確
保
す
る

た
め
、
規
模
拡
大
を
可
能
と
す
る
技
術

確
立
へ
の
支
援
、ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
の
開
設
な
ど
資
金
、
人
材
、
技
術
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
。

●
強
い
農
業
づ
く
り
整
備
事
業
費
助
成

（
農
業
振
興
室
ほ
か
）

一
四
五，
三
三
七
千
円

地
域
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
し
、

農
産
物
の
生
産
性
向
上
等
を
図
る
た
め
、

共
同
利
用
施
設
の
整
備
等
に
助
成
。

●
農
地
集
積
総
合
対
策
事
業
費
助
成（
農

業
振
興
室
）
二
三
二，
七
〇
六
千
円

ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
等
を
育
成
・
確
保

す
る
た
め
、
農
地
集
積
活
動
や
農
地
保

有
合
理
化
対
策
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
農
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金（
組
合
金

融
室
）

一
四
三，
一
六
四
千
円

（
融
資
枠
五
四
億
円
）

経
営
力
の
向
上

産
業
間
・
企
業
間
の
連
携
に
よ
る

新
商
品
開
発
と
販
路
開
拓

3
企
業
誘
致
の
推
進

4

静
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
強
化

1
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
を
核
と
し
た

農
業
構
造
の
構
築

2
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5 中小企業静岡 2009.4

農
業
経
営
の
改
善
や
近
代
化
な
ど
を

図
る
農
業
者
等
へ
の
融
資
に
係
る
利
子

補
給
等
を
行
う
。

●
し
ず
お
か
優
良
木
材
の
家
総
合
支
援

事
業
費
助
成（
林
業
振
興
室
）

七
八，
四
〇
〇
千
円

品
質
・
性
能
が
確
か
な「
し
ず
お
か
優

良
木
材
」を
使
用
す
る
木
造
住
宅
の
建

築
及
び
普
及
に
対
し
助
成
す
る
。

●
し
ず
お
か
型
木
材
流
通
シ
ス
テ
ム
構

築
事
業
費（
林
業
振
興
室
）

三，
二
〇
〇
千
円

林
業
・
木
材
産
業
の
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
集
約
型
施
業
へ
の
支
援
及

び
量
産
型
木
材
加
工
施
設
の
整
備
計
画

の
策
定
支
援
を
行
う
。

●
林
業
・
木
材
産
業
構
造
対
策
事
業
費

助
成（
林
業
振
興
室
）

二
二
一，
七
〇
三
千
円

林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
と

需
要
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
林
産
物

の
供
給
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
効
率

的
な
素
材
等
の
生
産
体
制
の
整
備
に
対

し
て
助
成
す
る
。

●
駿
河
湾
深
層
水
利
活
用
促
進
事
業
費

（
水
産
振
興
室
）
一
五，
三
九
六
千
円

深
層
水
の
総
合
的
な
利
活
用
を
促
進

す
る
た
め
、Ｐ
Ｒ
事
業
や
取
水
供
給
施
設

の
管
理
を
行
う
。

●
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金（
水
産

流
通
室
）

八
四，
四
四
〇
千
円

（
融
資
枠
三
六
億
円
）

漁
業
の
近
代
化
な
ど
、
経
営
の
合
理

化
・
安
定
化
を
図
る
漁
業
者
等
へ
の
融
資

に
対
し
て
利
子
補
給
等
を
行
う
。

●
水
産
業
経
営
体
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

構
築
費
助
成（
水
産
流
通
室
）

一
六，
〇
〇
〇
千
円

漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
漁

業
共
済
へ
の
漁
業
者
負
担
金
額
の
一
部

を
助
成
す
る
。

●
合
併
漁
協
円
滑
運
営
推
進
事
業
費
助

成（
水
産
流
通
室
）
二，
〇
〇
〇
千
円

合
併
漁
協
の
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
事
業
に

対
し
助
成
す
る
。

●
水
産
物
産
地
流
通
加
工
施
設
高
度
化

対
策
事
業
費
助
成（
水
産
流
通
室
）

三
一
五，
〇
六
〇
千
円

安
全
か
つ
高
品
質
な
水
産
物
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
、
焼
津
漁
港
に
お

い
て
漁
協
が
実
施
す
る
水
産
物
荷
さ
ば

き
施
設
の
整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
漁
業
取
締
船
「
あ
ま
ぎ
」
代
船
建
造
設

計
委
託
事
業
費（
水
産
資
源
室
）

五，
〇
〇
〇
千
円

限
り
あ
る
水
産
資
源
の
保
護
と
漁
業

秩
序
の
維
持
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
漁

業
取
締
船「
あ
ま
ぎ
」の
代
船
の
建
造
に

係
る
設
計
を
行
う
。

●
中
小
企
業
向
制
度
融
資
促
進
費
助
成

（
商
工
金
融
室
）

一，
九
〇
五，
八
〇
四
千
円

（
融
資
枠
二，
〇
〇
〇
億
円
）

中
小
企
業
等
の
経
営
の
改
善
と
安
定
等

に
必
要
な
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る
。

●
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
指
導
事
業

費（
経
営
支
援
室
）四
〇，
〇
〇
〇
千
円

●
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
助
成

（
経
営
支
援
室
）
四
一，
二
八
九
千
円

●
地
域
産
業
総
合
支
援
事
業
費
助
成（
経

営
支
援
室
）

八
〇，
〇
〇
〇
千
円

中
小
企
業
の
一
層
の
生
産
性
向
上
を

図
る
た
め
、「
経
営
革
新
計
画
」へ
の
取
組

を
促
進
す
る
。

●
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
助
成

（
経
営
支
援
室
）

二，
八
六
七，
七
二
六
千
円

小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
を

図
る
た
め
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
が

実
施
す
る
経
営
改
善
普
及
事
業
や
合
併

環
境
整
備
事
業
等
に
助
成
す
る
。

●
下
請
振
興
等
事
業
費
助
成
（
地
域
産

業
室
）

七
二，
二
三
五
千
円

下
請
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

受
注
機
会
の
拡
大
支
援
や
下
請
取
引
の

適
正
化
の
推
進
、
中
小
企
業
へ
の
情
報
提

供
等
を
行
う
。

●
い
き
い
き
商
店
街
づ
く
り
事
業
費
助

成（
商
業
ま
ち
づ
く
り
室
）

二
〇，
〇
〇
〇
千
円

商
店
街
等
が
取
り
組
む
防
犯
カ
メ
ラ

及
び
街
路
灯
等
の
商
業
基
盤
施
設
の
整

備
や
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
空
き
店

舗
活
用
等
の
活
性
化
対
策
を
支
援
す
る

市
町
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
し
ず
お
か
地
産
地
消
推
進
運
動
展
開

事
業
費
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
）

一
八，
〇
〇
〇
千
円

県
産
農
林
水
産
物
に
よ
る
県
民
の
豊

か
な
食
生
活
の
実
現
の
た
め
、
県
民
参

加
に
よ
る「
地
産
地
消
推
進
運
動
」を
展

開
す
る
。

●
食
育
活
動
推
進
事
業
費（
こ
め
室
）

一
四，
四
二
〇
千
円

本
県
の
多
彩
で
安
心
な
食
材
の
活
用

に
よ
り
県
民
の
健
全
な
食
生
活
を
実
現

す
る
た
め
、
食
育
推
進
に
係
る
人
材
育

成
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
推
進
、
学
校
給
食

へ
の
地
場
産
物
の
導
入
促
進
等
を
行
う
。

■
今
後
も
雇
用
情
勢
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
・
就
業
機
会
の

創
出
を
進
め
る
と
と
も
に
、
離
転
職

者
、
若
年
者
、
外
国
人
等
に
対
す
る
就

業
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
や
職
業
訓

練
の
充
実
、
次
世
代
育
成
の
た
め
の

職
場
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
等
、

特集　静岡県産業施策のあらまし
組合活性化情報

林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

3

中
小
企
業
の
経
営
改
善
支
援

5

安
全
・
安
心
の
確
保
と

環
境
に
配
慮
し
た
産
業
活
動
の
促
進

6

足
腰
の
強
い
水
産
業
の
確
立

4

雇
用
・
就
業
環
境
の
整
備
と

人
材
育
成
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6中小企業静岡 2009.4

誰
も
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
就
業
環

境
の
整
備
を
図
る
。

■
全
国
有
数
の
も
の
づ
く
り
県
で
あ
る

本
県
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、
後
継

者
等
の
確
保
や
技
能
・
技
術
の
水
準

向
上
、
継
承
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、

農
林
水
産
業
の
後
継
者
育
成
を
推
進

す
る
。

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
対
策

事
業
費
助
成（
雇
用
推
進
室
）

一，
一
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

●
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業

費（
雇
用
推
進
室
）

九
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

●
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業

費
助
成（
雇
用
推
進
室
）

九
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

失
業
者
や
地
域
求
職
者
等
の
就
業
を

支
援
す
る
た
め
、
基
金
を
活
用
し
市
町

と
と
も
に
短
期
的
な
雇
用
就
業
機
会
や

安
定
的
な
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
。

●
公
労
使
連
携
少
子
化
対
策
中
小
企
業

支
援
事
業
費（
労
働
政
策
室
）

四，
六
一
二
千
円

従
業
員
規
模
三
〇
〇
人
以
下
の
企
業

を
対
象
に
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画
の
策
定
を
支

援
す
る
ほ
か
、
企
業
に
お
け
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
を
促
進
す
る
。

●
大
学
生
・
離
職
者
等
就
職
支
援
事
業

費（
雇
用
推
進
室
）
一
一，
九
五
六
千
円

採
用
環
境
が
厳
し
い
離
職
者
や
大
卒

者
等
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

離
職
者
・
学
生
に
情
報
提
供
等
を
行
う

と
と
も
に
面
接
会
の
開
催
等
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
場
の
提
供
を
行
う
。

●
若
年
者
就
職
総
合
支
援
事
業
費（
雇
用

推
進
室
）

六
三，
三
〇
三
千
円

若
年
者
の
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、

就
職
相
談
か
ら
職
業
紹
介
ま
で
の
一
貫

し
た
支
援
を
行
う
。

●
障
害
者
地
域
連
携
就
労
支
援
事
業
費

（
雇
用
推
進
室
）
六
七，
九
七
九
千
円

障
害
の
あ
る
方
の
就
業
を
促
進
す
る

た
め
、
地
域
の
特
別
支
援
学
校
、
授
産
所

及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
た
支
援

を
行
う
。

●
外
国
人
就
労
支
援
事
業
費
（
雇
用
推

進
室
）

二
七，
九
〇
七
千
円

外
国
語
通
訳
者
を
就
職
相
談
セ
ン
タ

ー
・
ヤ
ン
グ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置

し
、
就
職
相
談
体
制
を
強
化
す
る
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
育
成
事
業

費
助
成（
雇
用
推
進
室
）

九
四，
二
三
五
千
円

高
齢
者
の
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、

多
様
な
就
業
機
会
を
提
供
す
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び（
社
）静
岡
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
へ
の

支
援
。

●
離
職
者
等
再
就
職
支
援
事
業
費（
職
業

能
力
開
発
室
）二
八
九，
四
七
三
千
円

再
就
職
の
困
難
な
離
転
職
者
に
対
し

て
、
民
間
教
育
訓
練
機
関
や
大
学
等
を

活
用
し
て
委
託
訓
練
を
実
施
す
る
。

●
技
術
専
門
校
障
害
者
再
就
職
支
援
事

業
費（
職
業
能
力
開
発
室
）

八
四，
三
〇
六
千
円

障
害
の
あ
る
方
の
就
業
を
促
進
す
る

た
め
、
個
人
の
能
力
・
適
正
及
び
地
域
の

雇
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
職
業

訓
練
を
行
う
。

●
定
住
外
国
人
職
業
能
力
開
発
推
進
事

業
費（
職
業
能
力
開
発
室
）

三，
〇
一
四
千
円

定
住
外
国
人
の
職
業
訓
練
を
行
う
た

め
、
定
住
外
国
人
職
業
訓
練
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
す
る
。

●
農
業
人
材
育
成
総
合
推
進
事
業
費（
農

業
振
興
室
）

二
八，
一
八
七
千
円

新
規
就
農
を
促
進
す
る
た
め
、
就
農

希
望
者
へ
の
各
種
研
修
や
就
農
相
談
等

を
行
う
。

●
全
国
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
集
い
in
し

ず
お
か
開
催
事
業
費（
農
業
振
興
室
）

一，
〇
〇
〇
千
円

県
内
外
か
ら
の
新
た
な
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
、
全
国
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の

集
い
を
開
催
す
る
。

●
技
能
継
承
促
進
事
業
費（
職
業
能
力
開

発
室
）

二
二，
七
〇
〇
千
円

技
能
・
技
術
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
・
Ｗ
Ａ
Ｚ

Ａ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
開
催
、
技
能
マ
イ

ス
タ
ー
の
活
用
を
図
る
。

●
技
能
五
輪
選
手
育
成
事
業
費
助
成（
職

業
能
力
開
発
室
）一
八，
五
〇
〇
千
円

技
能
・
技
術
の
継
承
の
た
め
、
技
能
五

輪
全
国
大
会
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
大

会
・
技
能
五
輪
国
際
大
会
等
の
選
手
育

成
強
化
を
図
る
。

■
県
内
全
域
の
観
光
振
興
を
図
り
、
観

光
客
の
来
訪
と
滞
在
を
促
進
す
る
た

め
、
観
光
圏
の
形
成
を
は
じ
め
、
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

■
富
士
山
静
岡
空
港
の
開
港
に
合
わ
せ

た
誘
客
促
進
を
図
る
た
め
、
国
内
就

航
先
で
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ

か
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
の

旅
行
会
社
に
対
す
る
セ
ー
ル
ス
活
動

な
ど
に
よ
り
、
新
規
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

拓
に
取
り
組
む
。

■
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
促
進
や
農
山

村
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
交
流
ビ

ジ
ネ
ス
の
展
開
な
ど
、
各
分
野
に
お

い
て
、
国
内
外
と
の
交
流
を
促
進
し
、

本
県
産
業
の
活
力
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
。

雇
用
の
確
保
と
安
定

1
誰
も
が
能
力
を
発
揮
で
き
る

就
業
環
境
の
整
備

2

人
材
の
育
成
と技

能
・
技
術
の
向
上

3

交
流
人
口
の
拡
大

国
内
外
か
ら
の
効
果
的
な
誘
客
と

観
光
魅
力
の
向
上

1
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7 中小企業静岡 2009.4

特集　静岡県産業施策のあらまし
組合活性化情報

●
ふ
じ
の
く
に
し
ず
お
か
観
光
振
興
事

業
費（
観
光
政
策
室
・
観
光
振
興
室
）

三
二
三，
〇
〇
〇
千
円

各
種
の
観
光
宣
伝
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
観
光
圏
の
形
成
を
は
じ
め

と
し
た
県
内
各
地
域
の
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
へ
の
取
組
を
支
援
す
る
。

●
空
港
開
港
期
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓

事
業
費（
観
光
振
興
室
）

二
五
〇，
〇
〇
〇
千
円

国
内
就
航
先
で
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
東
ア
ジ
ア
地
域
を
対
象
と
し
た

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
訪
日
教

育
旅
行
の
誘
致
を
図
る
。

●
し
ず
お
か
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
促
進

事
業
費（
観
光
政
策
室
）

一
三，
四
〇
〇
千
円

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
を
促
進
す
る

た
め
、
人
材
の
育
成
、
誘
致
活
動
へ
の
助

成
、
開
催
の
支
援
を
行
う
。

●
観
光
交
流
拡
大
対
策
事
業
費（
観
光
振

興
室
）

七
〇，
〇
〇
〇
千
円

宿
泊
滞
在
を
促
進
す
る
た
め
、
伊
豆

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や
は
ま
ゆ
う
大
橋
等
の

通
行
料
金
相
当
額
等
を
還
付
す
る
。

●
観
光
施
設
整
備
事
業
費
（
観
光
政
策

室
）

一，
〇
七
〇，
〇
〇
〇
千
円

市
町
等
が
行
う
観
光
施
設
の
整
備
に

対
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、
県
有
観

光
施
設
の
整
備
を
行
う
。

■短期経営改善資金 

■組合共同事業推進貸付 

■地震災害防止対策資金 

■組合員体質強化貸付 

■少子化対策・障害者雇用支援貸付 

■経営革新等貸付 

■産業集積貸付 

■経済変動対策貸付 

県制度融資をご利用下さい
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防
設
備
の
施
工
や
保
守
点
検
に
携

る
一
七
社
を
束
ね
、協
同
組
合
を
設

立
し
た
の
は
平
成
六
年
。
設
立
以
来
理
事
長

を
務
め
る
そ
の
協
組
が
今
年
二
月
、優
良
組

合
と
し
て
産
業
振
興
知
事
褒
章
を
受
け
た
。

「
安
全
の
追
求
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
の
遵
守
）
は
表
裏
一
体
。
こ
の
徹

底
こ
そ
が
健
全
な
業
界
発
展
に
つ
な
が
る

と
訴
え
、
実
践
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
」
と
晴
れ
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。

消
防
施
設
と
の
関
り
は
五
〇
年
近
く
に

及
ぶ
。
静
岡
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
防
災

設
備
会
社
に
入
社
。
業
界
に
飛
び
込
ん
だ
。

知
己
の
な
い
浜
松
で
防
災
設
備
の
必
要
性

を
熱
心
に
説
き
、
営
業
所
を
任
さ
れ
た
。

「
入
社
四
年
目
に
そ
の
会
社
が
倒
産
し
ま

し
て
ね
。
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
メ
ン
テ
を

継
続
す
る
た
め
に
、
自
ら
創
業
し
ま
し
た
」。

業
界
に
入
っ
た
昭
和
三
六
年
は
、
消
防

用
設
備
な
ど
の
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
消
防

法
施
行
令
が
制
定
さ
れ
た
年
。
文
字
ど
お

り
消
防
設
備
と
と
も
に
歩
ん
だ
半
世
紀

だ
。
こ
の
間
、
建
物
の
大
型
化
や
高
層
化
、

設
備
の
ハ
イ
テ
ク
化
が
進
み
、
異
業
種
の
参

入
や
激
し
い
価
格
競
争
な
ど
、
消
防
設
備

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
容
し
た
。

「
ひ
と
く
ち
に
消
防
設
備
と
い
っ
て
も
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
二
酸
化
炭
素
消
火
設

備
な
ど
の
消
火
設
備
、
自
動
火
災
報
知
設

備
、
漏
電
火
災
警
報
器
な
ど
警
報
設
備
、

さ
ら
に
は
緩
降
機
、
誘
導
灯
と
い
っ
た
避

難
設
備
な
ど
、
多
種
多
様
で
特
殊
。
扱
い

方
を
誤
れ
ば
か
え
っ
て
危
険
を
招
く
。
そ

こ
で
確
か
な
技
術
を
も
つ
仲
間
に
呼
び
か

け
、
適
切
な
保
守
点
検
業
務
の
受
注
や
組

合
独
自
の
検
査
体
制
を
築
く
こ
と
を
目
的

に
設
立
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」。

現
在
組
合
員
は
二
四
社
。
う
ち
各
種

消
防
設
備
士
二
二
九
人
、
点
検
資
格
者

一
四
一
人
を
擁
す
る
全
国
屈
指
の
技
術
者

集
団
だ
。
こ
の
高
い
技
術
力
が
評
価
さ
れ
、

平
成
一
三
年
に
は
官
公
需
適
格
組
合
証
明

を
取
得
。

エ
コ
パ

な
ど
大
型
公
共
施

設
や
浜
松
市
内
の
二
四
〇
校
を
超
え
る

幼
・
小
・
中
学
校
の
消
防
施
設
の
保
守
点

検
業
務
の
受
注
に
成
功
す
る
な
ど
成
果
は

大
き
い
。

設
立
以
来
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
む
の

が
、
消
防
法
は
じ
め
法
令
の
遵
守
だ
。

消
防
設
備
の
保
守
の
徹
底
を
目
的
と
し

た
点
検
報
告
制
度
が
法
制
化
さ
れ
、
三
〇

年
以
上
経
た
が
、「
有
資
格
者
が
一
人
で
も

い
れ
ば
他
の
従
事
員
は
無
資
格
で
も
い
い
」

な
ど
解
釈
が
曖
昧
で
、
制
度
の
形
骸
化
が

深
刻
。
平
成
一
九
年
度
に
は
点
検
業
務
の

質
の
低
下
だ
け
で
は
な
く
、
人
命
に
も
関

る
重
大
事
と
国
な
ど
に
積
極
的
に
働
き
か

け
、
有
資
格
者
の
確
認
の
徹
底
や
業
務
の

再
委
託
禁
止
の
仕
様
書
（
入
札
心
得
）
へ

の
盛
り
込
み
な
ど
、
大
き
な
前
進
を
得
た
。

「
あ
く
ま
で
こ
れ
は
第
一
歩
。
安
全
安
心

の
確
保
の
た
め
さ
ら
に
訴
え
て
い
き
た
い
」。

趣
味
を
問
う
と
、「
温
泉
め
ぐ
り
と
読

書
。
で
も
こ
の
業
界
で
育
て
ら
れ
て
き
た

恩
返
し
の
た
め
、
業
界
の
発
展
に
尽
く
す

こ
と
が
一
番
だ
ね
」
と
返
っ
て
き
た
。

“

”

クローズアップインタビュー

静岡県消防設備保守点検協同組合

西川和宏理事長

安全の追求と
コンプライアンスの徹底を
地域社会の
安全確保に貢献

組合活性化情報

消
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大
竹
部
長
は
共
同
化
の
効
果
を
、

「
中
小
企
業
は
、
大
企
業
の
よ
う
に
企

画
、
開
発
、
製
造
、
販
売
な
ど
を
一
貫

し
て
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
各

工
程
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
だ
」
と
し
た
上
で
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ

情
報
を
製
造
・
卸
・
小
売
業
者
で
共
有

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
生
産
シ
ス
テ

ム
を
築
い
た
靴
下
関
連
業
者
に
よ
る
協

同
組
合
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

「
青
年
部
が
中
心
と
な
り
ビ
ジ
ネ
ス
の

種
を
考
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
こ
と
が
組
合
を
活
性
化
さ
せ
る
。

青
年
部
員
が
親
組
合
の
理
事
に
就
任
す

る
こ
と
で
風
通
し
も
良
く
な
る
」
と
青

年
部
に
期
待
を
寄
せ
た
。

第
三
部
で
は
、
各
青
年
部
の
代
表
が

そ
の
活
動
の
課
題
や
展
望
を
報
告
。

「
会
員
の
減
少
や
高
齢
化
、マ
ン
ネ
リ

化
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
青
年
部
に
は

新
し
い
発
想
が
あ
る
。
互
い
に
尊
重
し

合
う
仲
間
を
増
や
し
、
今
後
の
経
営
に

結
び
つ
け
て
い
き
た
い
」（
東
芝
機
械
協
力

（
協
）仲
田
崇
浩
氏
）、「
緊
急
時
に
会
員
間

で
仕
事
を
融
通
し
あ
う
な
ど
結
束
は
強

い
。
他
青
年
部
と
も
情
報
交
換
を
行
っ
て

お
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
取
り
組
み

た
い
」（
清
水
鉄
工
機
械
工
業（
協
）池
上

昇
氏
）、「
親
子
が
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
を

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
業
界
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」（
県
重
機
建
設
業（
工
）・
中
部
重
機

（
協
）山
口
勝
弘
氏
）、「
水
道
業
界
は
、
規

制
緩
和
や
公
共
事
業
の
単
価
下
落
な
ど

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
知
恵
を
寄
せ

合
い
乗
り
切
り
た
い
」（
浜
松
上
下
水
道

（
協
）榛
葉
秀
聡
氏
）な
ど
、
積
極
的
な
意

見
が
出
さ
れ
た
。

Business Report 組合の動き 

組
合
青
年
部
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る

静
岡
県
中
央
会
・
静
岡
県
青
年
中
央
会

県
内
の
組
合
青
年
部
間
の
相
互
啓
発

や
連
携
強
化
な
ど
を
目
的
に
、
若
手
経

営
者
や
後
継
者
が
一
堂
に
会
す
る
組
合

青
年
部
静
岡
県
大
会
が
、
二
月
七
日
、

静
岡
市
の
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
で
開

催
さ
れ
た
。
大
会
は
三
部
形
式
で
行
わ

れ
約
一
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。

第
一
部
は
、
徳
島
県
中
小
企
業
青
年

中
央
会
顧
問
で
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

徳
島
総
支
配
人
の
梯
学
氏
が
「
組
合
青

年
部
の
役
割
と
中
小
企
業
経
営
者
の
経

営
展
開
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

梯
氏
は
、
部
長
を
務
め
た
旅
館
組
合

青
年
部
に
つ
い
て
触
れ
、

「
誘
客
を
積
極
的
に
進
め
る
徳
島
県
で

は
、
ホ
テ
ル
旅
館
業
界
の
役
割
は
極
め

て
重
要
。
そ
れ
を
十
分
に
認
識
し
青
年

部
活
動
を
進
め
て
い
る
。
特
に
人
材
の

育
成
が
最
大
の
テ
ー
マ
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
パ
ン
組
合
青
年
部
と
共
同
開

発
し
た
県
産
食
材
を
用
い
た
焼
き
た
て

パ
ン
の
開
発
事
例
を
紹
介
。

「
業
種
を
超
え
た
青
年
部
の
連
携
が
、

よ
り
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生

み
出
す
」
と
連
携
の
効
果
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
自
社
が
開
発
し
た
、
無
料

送
迎
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
新
企
画
、
四
国
八
十
八
箇
所
の
歩
き

遍
路
お
試
し
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
説
明
。

「
阿
波
踊
り
に
続
く
新
た
な
観
光
資
源

を
、
と
団
体
中
央
会
の
協
力
を
得
て
練

り
上
げ
、
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
国
か
ら
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

支
援
機
関
と
の
協
調
の
重

要
性
を
説
い
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、「
中

小
企
業
を
取
り
巻
く
状
況

と
中
小
企
業
組
合
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
全
国
中
央
会

大
竹
和
正
連
携
支
援
部
長

が
演
壇
に
立
っ
た
。

“

”

技
術
と
資
格
を
身
に
つ
け
建
設
学
院
を
修
了

静
岡
県
建
設
学
院
・
静
岡
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合

職
業
訓
練
法
人
静
岡
県
建
設
業
能
力

開
発
協
会
・
静
岡
県
建
設
学
院
　
土
木

施
工
科
の
平
成
二
〇
年
度
修
了
式
が
三

月
一
三
日
、
藤
枝
市
の
同
学
院
で
行
わ

れ
、
浜
松
市
や
富
士
市
な
ど
遠
方
か
ら

の
通
学
者
を
含
む
六
人
の
訓
練
生
に
技

能
照
査
合
格
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

挨
拶
に
た
っ
た
梅
原
秀
夫
会
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
は
、
顧
客
へ
の

提
案
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
を
磨
き
、
さ
ら
に
高
い
技
術

や
技
能
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
衣
川
克
郎
校
長
は
、

s
熱
弁
を
ふ
る
う
梯
氏
（
写
真
上
）
と
大
竹
部
長
。
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11 中小企業静岡 2009.4

「
こ
の
一
年
間
で
身
に
つ
け
た
技
術
を

明
日
か
ら
現
場
で
活
か
し
て
欲
し
い
。

活
躍
を
期
待
す
る
」
と
激
励
し
た
。

訓
練
生
は
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

半
年
間
、
同
学
院
で
学
科
と
実
技
の
訓

練
を
受
け
、
後
半
は
現
場
で
実
習
を
重

ね
、
二
〇
を
超
え
る
資
格
を
取
得
し
た
。

同
訓
練
法
人
は
、
県
下
の
土
木
工
事

業
者
な
ど
七
六
社
で
構
成
。
現
場
中
堅

技
能
者
の
養
成
を
目
的
に
昭
和
五
四
年

に
設
立
さ
れ
、
県
重
機
建
設
業
工
業
組

合
と
の
連
携
の
も
と
運
営
さ
れ
て
い
る
。

事
務
局
を
担
う
同
工
組
の
山
川
安
豊

専
務
理
事
は
、

「
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
を

は
じ
め
、
県
内
で
は
当
学
院
の
み
で
実

施
し
て
い
る
講
習
も
多
い
。
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入
し
た
職
長
・
安
全

衛
生
責
任
教
育
な
ど
、
安
全
重
視
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
大
き
な
特
長
。
新
分
野

へ
の
離
転
職
希
望
者
に
対
し
て
も
学
科

や
実
技
を
総
合
的
に
訓
練
し
て
い
る
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
頂
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

℡
　
０
５
４
―

６
４
４
―

２
７
２
２

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

二
〇
〇
本
の
桜
が
み
ご
ろ伊東

商
業
協
同
組
合

伊
東
市
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー

デ
ュ
オ

を
運
営
す
る
伊
東
商
業

協
同
組
合
（
沼
田
渉
理
事
長
）
が
同
敷

地
内
に
植
樹
し
た
桜
が
見
ご
ろ
を
迎
え

て
い
る
。

同
組
合
で
は
、
花
の
あ
ふ
れ
る
シ
ョ

”
“

”

ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

を
め
ざ
し
、

デ

ュ
オ
の
植
栽
計
画

を
進
め
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
取
り
囲
む
よ
う
に

七
種
類
二
〇
〇
本
を
超
え
る
桜
を
植
樹
。

三
月
上
旬
に
満
開
を
迎
え
た
カ
ワ
ヅ

ザ
ク
ラ
に
続
き
、
三
月
下
旬
に
は
、
コ

“

”

“

組合活性化情報

様
も
多
い
。
今
年
は
寒
さ
か
ら
開
花
が

遅
れ
た
が
四
月
に
入
り
見
ご
ろ
を
迎
え

て
い
る
。
多
く
の
方
に
桜
を
楽
し
ん
で

頂
く
と
と
も
に
、
新
た
な
桜
の
名
所
と

な
る
よ
う
組
合
全
体
で
桜
を
育
て
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

▼建設業の未来を担う6人の修了生と来賓ら。

▲200本を超える桜が来場者を迎える。

役　職　等 氏　　名 前　　任
東京審査室次長 藤田　正司 静 岡 支 店
与信統括部次長 染谷　英明 静 岡 支 店
四日市支店副業務役 小笠原　実 静 岡 支 店
沼津支店調査役 石原　忠和 静 岡 支 店
広島西部支店調査役 丸山　満則 静 岡 支 店
東京支店書記 塩澤　　慶 静 岡 支 店
名古屋支店次長 鴨井　誠一 浜 松 支 店
梅田支店次長 渡部　秀嘉 浜 松 支 店
京都支店調査役 佐々木　浩 浜 松 支 店
福島支店次長兼会津若松出張所長 吉田　典男 沼 津 支 店
名古屋支店副業務役 高木　好章 沼 津 支 店
札幌支店調査役 石岡　光喜 沼 津 支 店
横浜西口支店調査役 竹川喜久雄 沼 津 支 店
梅田支店書記 石川　雄幸 沼 津 支 店

商工中金人事異動（静岡３店舗）
（転 出） 平成21年３月17日

役　職　等 氏　　名 前　　任
静岡支店次長 山中　秀彦 人　事　部
静岡支店副業務役 岩倉　正夫 名古屋支店
静岡支店調査役 森川　浩伸 姫 路 支 店
静岡支店調査役 久保田雅子 渋 谷 支 店
静岡支店調査役 平林　　学 水 戸 支 店
静岡支店調査役 原田　　健 鹿児島支店
静岡支店書記 小山　薫生 岡 山 支 店
浜松支店次長 一色　豊巳 姫 路 支 店
浜松支店次長 吉田　　忠 帯 広 支 店
沼津支店次長 山根　紀一 盛 岡 支 店
沼津支店調査役 石原　忠和 静 岡 支 店
沼津支店調査役 柳澤　秀俊 事務総合部
沼津支店調査役 二岡　　勝 大 森 支 店

（転 入）

お知らせ マ
ツ
オ
ト
メ
、
ベ
ニ
シ
ダ
レ
、
シ
ロ
タ

エ
、
カ
ン
ザ
ン
な
ど
が
一
斉
に
開
花
し
、

買
い
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

組
合
の
村
山
茂
専
務
理
事
は
、

「
こ
の
時
期
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
加

え
、
桜
を
楽
し
み
に
来
場
さ
れ
る
お
客
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12中小企業静岡 2009.4

全
業
種
の
Ｄ
Ｉ
値
は
、
七
月
以
降
悪
化
の
度
合

い
を
増
し
、
一
一
月
に
は
前
月
よ
り
一
挙
に
二
〇

ポ
イ
ン
ト
近
く
下
落
。

六
六．
七
と
急
激
に
悪

化
し
た
。
こ
の
数
値
は
、
過
去
一
〇
年
間
で
は
平

成
一
一
年
一
月
の

六
七．
五
に
次
ぐ
低
い
値
で

あ
る
（
表
①
）。

製
造
業
は
、
前
年
（
一
九
年
）
三
月
に
プ
ラ
ス

を
示
し
た
の
を
最
後
に
マ
イ
ナ
ス
で
推
移
。
二
〇

年
は
一
貫
し
て
悪
化
傾
向
を
示
し
、
一
一
月
に

は

六
九．
二
と
前
月
比
三
〇
ポ
イ
ン
ト
を
超
え

る
大
幅
な
悪
化
と
な
っ
た
（
表
②
）。

非
製
造
業
も
八
月
以
降
、
月
を
追
う
ご
と
に
直

近
五
年
間
の
最
低
値
を
下
回
り
、
一
二
月
に
は

七
〇．
八
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

［ トピックス ］ 

世界的な景気減速や個人消費の
停滞を背景に、県内中小企業の
景況感極めて深刻
情報連絡員による月次景況調査からみる
平成20年県内中小企業の景況

本
会
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
景
況
を
迅
速
か
つ
的
確

に
把
握
す
る
た
め
、
様
々
な
地
域
や
業
種
の
組
合
役
職
員

八
七
名
に
情
報
連
絡
員
を
委
嘱
し
、
景
況
調
査
を
毎
月
実

施
し
て
い
る
。

連
絡
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
景
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
業

界
の
動
き
、
要
望
な
ど
の
情
報
は
、
本
会
で
取
り
ま
と
め
、

行
政
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
中
小
企
業

施
策
へ
の
反
映
や
そ
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
昨
年
、
連
絡
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
売
上
高
」、「
収
益
状
況
」、「
業
界
の
景
況
」
の
主
要
三

指
標
を
中
心
に
、
平
成
二
〇
年
（
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
）

の
県
内
中
小
企
業
の
業
況
を
振
り
返
る
。

◎
連
絡
員
数
　
八
七
名

◎
業
　
　
種
　
一
七
業
種
（
食
料
品
製
造
、
一
般

機
械
機
器
な
ど
製
造
業
一
一
業

種
・
小
売
、
建
設
、
運
輸
な
ど
非

製
造
業
六
業
種
）

◎
調
査
項
目
　「
売
上
高
」「
在
庫
数
量
」「
販
売
価

格
」「
取
引
条
件
」「
収
益
状
況
」

「
資
金
繰
り
」「
設
備
操
業
度
」「
雇

用
人
員
」「
業
界
の
景
況
」
の
九
項

目
に
つ
い
て
、
前
年
同
月
と
比
較

し
、「
好
転
」「
不
変
」「
悪
化
」
を

判
断
。
連
絡
表
を
通
じ
、
本
会
に

毎
月
報
告
さ
れ
る
。

◎
業
　
　
種
　

本
会
で
こ
れ
ら
を
集
計
し
、
Ｄ

Ｉ
値
（（
増
加
・
好
転
組
合
数
―
減

少
・
悪
化
組
合
数
）
／
調
査
対
象

組
合
数
×
一
〇
〇
）
を
算
出
。
国

や
県
、
全
国
中
央
会
、
関
係
機
関

等
に
静
岡
県
中
小
企
業
の
景
況
と

し
て
情
報
提
供
す
る
。

◎
業
　
　
種
　

ま
た
全
国
中
央
会
を
通
じ
、
全

国
三
〇
〇
〇
人
の
連
絡
員
に
よ
る

全
国
統
計
と
し
て
、
景
況
判
断
の

指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

静
岡
県
中
央
会
に
お
け
る

情
報
連
絡
員
制
度
の
概
要

売
上
高

H19,-21.8

H18,-13.9H18,-13.9

H20,-35.7

-66.8

-21.9-21.9

-5.8

-33.4-33.4

表①　売上高（全業種）

H19,0.0

H18,7.7

-61.5

-7.8

15.5

H20,-20.6H20,-20.6 -28.2-28.2

18.0

表②　売上高（製造業）
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13 中小企業静岡 2009.4

全
体
の
収
益
状
況
は
、
九
月
ま
で
は

五
〇

後
半
で
推
移
し
て
い
た
が
、
一
〇
月
に

六
〇

台
に
悪
化
。
一
一
月
に
は
、
直
近
一
五
年
で
二
番

目
に
低
い
値
と
な
る

七
二．
四
に
ま
で
低
下
し

た
（
表
③
）。

製
造
業
は
、
秋
口
ま
で

四
〇
台
後
半
か

ら

五
〇
台
半
ば
で
上
昇
・
低
下
を
繰
り
返
し

て
い
た
が
、
一
〇
月
に
大
幅
に
悪
化
。
年
末
を
迎

え
さ
ら
に
そ
の
度
合
い
を
増
し
た
（
表
④
）。

非
製
造
業
は
、
製
造
業
に
比
べ
悪
化
の
度
合
い

が
高
く
、
一
月
は
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
見

ら
れ
た
。
以
降
も
四
月
と
七
月
以
外
は
、
常
に
製

造
業
を
上
回
る
悪
化
を
示
し
、
一
二
月
に
は

七
五．
〇
に
達
し
た
。

前
年
か
ら
下
降
傾
向
が
続
い
て
い
た
業
況
は
、

一
〇
月
に

七
二．
四
に
落
ち
込
む
と
翌
月
に
は

平
成
一
〇
年
一
〇
月
以
来
と
な
る

八
〇
（

八
〇．
五
）
台
に
そ
の
値
を
大
き
く
下
げ
た
。

製
造
業
も
同
様
に
、
九
月
ま
で
は

四
〇
台

か
ら

五
〇
台
に
漸
減
し
て
い
た
が
、
一
〇
月

に
前
月
を
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
超
え
て
、

七

六．
九
に
下
落
。
翌
月
は

八
二．
一
を
示
す
な

ど
、
業
種
を
問
わ
ず
景
況
の
先
行
き
に
対
す
る
不

安
感
は
、
高
ま
っ
て
い
る
（
表
⑤
）。

一
方
、
非
製
造
業
の
業
況
感
は
、
秋
口
ま
で
製

造
業
を
上
回
る
悪
化
の
度
合
い
を
示
し
て
き
た

が
、
秋
以
降
は
製
造
業
に
比
較
し
、
そ
の
悪
化
の

度
合
い
は
緩
や
か
な
傾
向
に
あ
る
（
表
⑥
）。

「
設
備
操
業
度
」
は
、
一
九
年
四
月
に
マ
イ
ナ

ス
に
転
じ
て
以
降
、
一
貫
し
て
低
下
。
三
月

の

一
〇．
二
か
ら
一
二
月
に
は

五
三．
八
に

大
幅
に
そ
の
値
を
下
げ
た
（
表
⑦
）。

「
雇
用
人
員
」（
全
業
種
）
は
、
一
九
年
五
月
に

直
近
一
〇
年
で
は
初
め
て
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
な

ど
、
製
造
業
、
非
製
造
業
を
問
わ
ず
、
高
い
水
準

に
あ
っ
た
が
、
景
況
の
悪
化
で
一
転
雇
用
環
境
は

大
幅
悪
化
し
た
。
特
に
製
造
業
で
は
、
八
月
以
降
、

毎
月
の
よ
う
に
過
去
五
年
の
最
低
記
録
を
塗
り
替

え
、
一
二
月
は

三
四．
六
に
ま
で
落
ち
込
む
な

ど
、
雇
用
環
境
は
月
を
追
う
ご
と
に
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
（
表
⑧
）。

T O IP C S

業
界
の
景
況

収
益
状
況

そ
の
他
の
指
標

組合活性化情報

H19,-10.3

H18,-2.6

-82.1

-46.2

-12.7

H20,-48.6

表⑤　業界の景況（製造業）

H19,-29.1

H18,-29.1

H20,-58.3H20,-58.3

-79.2

-47.9

-33.3

表⑥　業界の景況（非製造業）

H19,7.7

H18,5.2

H20,-20.6
-10.2

-53.8

12.7

表⑦　設備操業度

H19,-6.9

H18,-17.2

H20,-11.5

-10.4 -10.4

-34.6

-5.7

-9.3

表⑧　雇用人員（全業種）

H19,-25.4H19,-25.4

H18,-25.4
-25.3-25.3

-48.4

-71.3
H20,-52.9

表③　収益状況（全業種）

H19,-12.8H19,-12.8

H18,-12.8H18,-12.8

H20,-41.1

-15.4

-43.6-43.6

-66.7

表④　収益状況（製造業）
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14中小企業静岡 2009.4

T O IP C S 組合活性化情報

「
売
上
高
」、「
収
益
状
況
」、「
業
界
の
景
況
」
の

主
要
三
大
指
標
の
動
き
を
平
成
五
年
か
ら
ま
と
め

た
の
が
表
⑨
で
あ
る
。

「
一
〇
〇
年
に
一
度
」
と
い
わ
れ
る
世
界
同
時
不

況
の
中
、
県
内
中
小
企
業
の
景
況
感
が
昨
秋
か
ら

急
速
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

参
考
に
平
成
一
〇
年
一
一
月
と
同
一
四
年
二
月

の
景
況
Ｄ
Ｉ
値
の
ボ
ト
ム
時
と
昨
年
一
二
月
の
各

数
値
を
左
図
で
比
較
し
て
み
た
。

平
成
一
〇
年
は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
な
ど
の
影
響

か
ら
実
質
経
済
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
年
、

同
一
四
年
二
月
は
、
六
九
ヵ
月
に
及
ぶ
戦
後
最
長

の
景
気
拡
大
期
に
入
る
直
前
の
「
谷
」
に
あ
た
る
。

過
去
一
五
年
間
の
主
要
三
大
指
標
の
推
移

過去の景況DIボトム時との比較

40

20

0

-20

-40

-60

-80

-100
H5.4 H6.4 H7.4 H8.4 H9.4 H10.4 H11.4 H12.4 H13.4 H14.4 H15.4 H16.4 H17.4 H18.4 H19.4 H20.4

売上高

収益状況

業界の景況

業界の景況,H5.9,-78

業界の景況,H10.11,-89.2

収益状況,H10.11,-74.1

売上高,H10.11,-70.5

業界の景況,H20.12,-80.5

収益状況,H20.12,-71.3

売上高,H20.12,-66.8

売上高,H9.4,15.8

業界の景況,H14.2,-63.2

表⑨　主要三大指標の15年間の推移（平成5年4月～平成20年12月）
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財形転貸融資制度で社内住宅融資制度を 

ライフサポートセンターしずおか 

１.６４ 　４

① 事業主・事業協同組合が財形住宅金融㈱（福利厚生会社）に出資していること。 
　　　 （これからご利用の場合は、従業員数に応じて出資していただきます。 
　　　  ※出資金は750千円から3,750千円まで 
②  財形貯蓄を積立していること。（どこの金融機関等でもかまいません。） 

２００９
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16中小企業静岡 2009.4

事
務
局

伊東商業協同組合

村山 茂専務理事

「
施
設
が
賑
え
ば
、
個
店
も
潤
う
」

共
同
店
舗
運
営
に
手
腕
振
る
う

組合活性化情報

局
長
が
勇
退
。
そ
の
後
を
受
け
、
翌
年

三
二
歳
で
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。

「
経
験
も
知
識
も
な
く
、
不
安
は
大
き

か
っ
た
が
、
組
合
員
の
Ｓ
Ｃ
に
対
す
る

情
熱
を
身
近
で
感
じ
、
そ
れ
に
応
え
た

い
と
が
む
し
ゃ
ら
だ
っ
た
」。

そ
の
誠
実
で
ひ
た
む
き
な
姿
勢
は
、

組
合
員
に
安
心
と
期
待
感
を
与
え
、
平

成
一
九
年
、
専
務
理
事
に
抜
擢
さ
れ
た
。

「
執
行
部
の
一
員
と
し
て
、
組
合
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
の
が
役
目
」

と
そ
の
職
務
を
心
得
え
る
。
そ
し
て
、

「
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
今
、
ど
う

す
れ
ば
お
客
様
に
足
を
運
ん
で
頂
け
る

か
を
考
え
て
施
設
を
運
営
す
る
こ
と
が

重
要
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
常
に
旬

な
情
報
を
仕
入
れ
、
仕
掛
け
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逸
し
な
い
よ
う
心
が
け
た
い
。

施
設
が
賑
え
ば
、
個
店
も
潤
う
は
ず
」

と
方
向
性
に
ブ
レ
は
な
い
。

事
務
局
は
、
組
合
員
が
出
資
す
る
関

連
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
一
〇
人
。

平
均
年
齢
三
〇
代
と
若
い
。
そ
の
兄
貴

分
と
し
て
職
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

「
地
位
が
人
を
育
て
る
、
と
い
う
が
、

少
し
で
も
役
職
に
近
づ
き
た
い
」
と
向

上
心
溢
れ
る
姿
勢
は
無
言
の
範
を
示
す
。

中
学
時
代
は
野
球
、
高
校
で
は
ラ
グ

ビ
ー
部
に
所
属
。
い
ま
も
中
学
時
代
の

同
級
生
ら
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を

組
み
、
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
で
汗
を
流
す

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。

「
体
を
動
か
し
た
後
の
一
杯
も
含
め
て
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」。

伊
東
市
内
の
商
業
者
三
八
人
が
、
全

国
展
開
す
る
大
型
ス
ー
パ
ー
を
核
店
舗

に
誘
致
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ
）

デ
ュ
オ

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
の
は
平
成
八
年
五
月
。
八
〇
〇
〇
坪

を
超
え
る
延
べ
床
面
積
、
駐
車
場
収
容

台
数
一
〇
〇
〇
台
を
誇
る
伊
豆
半
島
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
商
業
施
設
だ
。
そ
の
運

営
を
担
う
協
組
事
務
局
に
入
っ
た
の
は
、

オ
ー
プ
ン
を
間
近
に
控
え
た
同
年
四
月
。

前
職
は
高
校
の
数
学
教
師
だ
。

「
大
学
卒
業
後
、
沼
津
市
内
の
高
校
で

教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
に
戻

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
三

〇
歳
を
超
え
た
の
を
機
に
決
断
し
ま
し

た
」
と
地
元
へ
の
想
い
を
語
る
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
三
ヵ
月
後
、
前
事
務

“

”

調査対象となる９項目のうち、在庫数量が前年同
月を下回る結果となった。売上高、設備操業度、雇
用人員にて、近年で最も悪化となる結果だった。
前月の値との比較では、販売価格など６項目で、
悪化幅が縮小。世界的不況により製造業は売上減・
操業度低下。加えて、個人消費低迷から中小企業の
収益・景況は明るい兆しが見られない。

・・・対象17業種より抜粋
［食料品］焼津市
調味料、包装資材の値下がりが思ったほど進まず、円高によ
る製造原価減が期待できるのは、まだ先かと思われる。
［繊維・同製品］浜松市
仕事量確保は厳しく、加工賃も低下。輸出環境も厳しく、し
ばらくはこの状態が続くのではないかと思われる。
［一般機器］浜松市
自動車メーカーの減産から、他業界からも受注キャンセルが
日常化。減収、採算性確保が困難な中、一時休業とする企業が
目立ち始めている。

［商店街］三島市
全体的に不況感があり、顧客は減少傾向。何らかのイベント
を講じ客足を向けさせなければ、沈下する一方である。
［運　輸］富士市
昨年暮れからの荷動き悪化で、運転手の解雇やトラックの減
車をする事業所が多い。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声
H21.02

-78.2

-11.4

-44.8

-41.4

-77.0

-60.9

-66.6

-44.8

-79.4

H21.1 H21.2

DI値の推移

景況ウォッチ （21年2月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。
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チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

も
た
ら
す
も
の

も
の
づ
く
り
厳
冬
の
時
代
の
中
で

「
理
科
系
の
新
卒
者
を
採
用

し
て
も
、
熱
や
光
、
音
と
い
っ
た

も
の
づ
く
り
の
本
質
を
知
る
の

に
欠
か
せ
な
い

物
理

を
学

ば
ず
卒
業
し
た
人
が
多
い
」。あ

る
会
議
で
の
中
小
企
業
者
の
言

葉
で
あ
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
、

「
受
験
対
策
か
ら
生
じ
た
入
試
科

目
優
先
主
義
に
よ
る
教
育
の
弊

害
」と
、
指
摘
す
る
人
が
い
る
。

あ
る
い
は
、「
金
融
資
本
主
義

の
時
代
に
、
多
く
の
理
科
系
の

学
生
が
金
融
業
界
を
就
職
先
に

選
び
、
そ
の
結
果
《
製
造
業
離

れ
》に
拍
車
が
か
か
っ
た
か
ら
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、こ
こ
に
き
て
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
る
の
が
、
世

界
同
時
不
況
の
大
寒
波
。
連
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
正
規
・

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
大
量
解

雇
と
と
も
に
、「
も
の
づ
く
り
大

国
ニ
ッ
ポ
ン
」は
、
ま
さ
に
厳
冬

の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
も
の
と
は

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
田
中

“

”

耕
一
氏
は
、
日
本
の
も
の
づ
く

り
の
優
秀
さ
を「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

と
語
り
、「
異
分
野
融
合
を
行
い

や
す
く
独
創
性
を
も
育
み
、若

い
人
た
ち
が
学
ん
で
育
っ
て
い
く

教
育
の
場
、
道
場
に
も
な
る
と

思
う
」と
語
る
こ
と
で
、日
本
の

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
た
め
、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」が
果
た
す
重
要

性
を
語
っ
て
い
る
。（
〇
九
年
一
月

一
日
日
本
経
済
新
聞
抜
粋
）

本
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
中
小
企
業
団
体
静
岡
県
大
会
」

に
以
前
、お
招
き
し
た「
東
大
阪

宇
宙
開
発
協
同
組
合
」が
、
今

年
一
月
に
打
ち
上
げ
た「
ま
い

ど
１
号
」は
、
異
業
種
が
結
集

し
、
地
元
大
学
生
と
の
連
携
を

通
じ
、
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を

伝
え
た
ま
さ
に「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

の
勝
利
と
い
え
る
。
中
小
企
業

の
底
力
と
そ
れ
を
支
え
る
協
同

組
合
の
存
在
意
義
を
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
が
伝
え
、主
役
で
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星

「
い
ぶ
き
」の
主
目
的
の
報
道
が

霞
む
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

県
内
を
代
表
す
る
も
の
づ
く

り
地
域
の
一
つ
浜
松
市
に
お
い

て
も
、
昨
年
六
月
に「
宇
宙
技

術
お
よ
び
科
学
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ
、国
内
外

か
ら
過
去
最
高
の
動
員
を
集
め

も
の
づ
く
り
浜
松
〜「
メ
イ
ド

イ
ン
・
浜
松
」を
宇
宙
に
！

を

強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、地
域

の
活
性
化
を
図
る
べ
く
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

「
宇
宙
」だ
け
で
な
く
、
東
京

大
田
区
や
東
北
、長
野
諏
訪
地

方
、岡
山
等
で
は
、「
航
空
機
産

業
」が
注
目
の
的
と
な
っ
て
お

り
、「
環
境
」や「
医
療
・
福
祉
」

と
と
も
に
、「
空
」が
今
日
、
脚

光
を
あ
び
て
い
る
。

技
術
開
発

と

掃
除
力

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
れ
ば
、

「
仕
事
が
薄
く
な
り
、お
金
の
代

わ
り
に
時
間
だ
け
は
あ
る
今
こ

そ
が
、
技
術
開
発
や
社
員
教
育

に
傾
注
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
」。「
雇

用
情
勢
が
悪
化
し
て
い
る
こ
の

時
期
が
、
優
秀
な
人
材
を
獲
得

す
る
良
い
機
会
と
受
け
止
め
、

積
極
採
用
に
乗
り
出
し
て
い
る
」

と
の
声
を
聞
く
。

実
際
、私
も
巡
回
時
に「
こ
の

時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
人
を

採
用
し
、じ
っ
く
り
と
育
て
た “

”

“

”

“

”

い
」と
の
言
葉
を
あ
る
経
営
者

か
ら
伺
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
分
野
進
出

や
も
の
づ
く
り
継
承
の
た
め
、

次
世
代
を
担
う
学
生
を
巻
き
込

む
こ
と
で
、
連
携
強
化（
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
）を
図
る
に
は
、
今
が
格

好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、ピ
ン
チ
を

プ
ラ
ス
に
考
え
て
い
る
中
小
企

業
経
営
者
は
多
い
。

最
近
、
労
働
時
間
短
縮
の
影

響
を
受
け
て
か
、
職
場
掃
除
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
書
籍
や

新
聞
記
事
が
多
く
な
っ
た
と
感

じ
る
。

私
が
目
に
し
た
も
の
で
は
、大

阪
に
あ
る「
枚
岡（
ひ
ら
お
か
）合

金
工
具
」や
オ
フ
ィ
ス
用
品
レ
ン

タ
ル
の
「
武
蔵
野
」、カ
ー
用
品

専
門
店
の「
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
」な

ど
の
事
例
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
社
内
掃
除
を
重

視
す
る
こ
と
で
、社
員
に
プ
ラ
イ

ド
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら

し
た
結
果
、
業
績
回
復
に
つ
な

げ
た
事
例
で
あ
る
。
Ｖ
字
回
復

の
成
功
の
鍵
と
な
っ
た「
掃
除

力
」。こ
こ
で
も「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
の
時
代
で
も
頼
れ
る
の
は
、

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」。
す
な
わ
ち「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
」で
あ
る
。

指
導
員

現
場

の

か

ら

どなたでもお気軽にご利用いただける公共の宿。

ゆとりと
くつろぎの宿

高原の宿

〒410-2201 静岡県伊豆の国市古奈1133
TEL（055）948-1095（代）

〒417-0801 静岡県富士市大淵115
TEL（0545）35-2311（代）

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5-1 TEL（054）221-6250�　FAX（054）251-8326
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2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全に
デジタル放送に移行し、アナログ放送は終了します

20中小企業静岡 2009.4

●地上デジタル放送の受信には、地上デジタル放

送対応受信機を用意するだけでなく、アンテナ

工事が必要な場合や、共同受信施設の改修が必

要な場合も多くあります。

●こうした地上デジタル放送の受信に関する質問

に対しては、コールセンター（総務省地上デジ

タルテレビジョン放送受信相談センター）から

電話でお答えしてきました。このたび、コール

センターに加えて、「総務省テレビ受信者支援セ

ンター」が平成20年10月に設立されました。

●わたしたち「総務省テレビ受信者支援センター」

は、関係団体のご協力をいただきつつ、支援を

必要としている受信者、共同受信施設へ直接伺

い、デジタル移行の意義や方法を丁寧に説明し、

相談にこたえます。

《地上デジタル放送全般についてのお問い合わせ先》

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

総務省には地デジの相談窓口があります。電話で

相談を受け付けています。

◆私の家では、地デジを見ることができますか？

◆地デジを見るには、どうすればよいですか？

など、わからないことがあったら電話でお問い合

わせください。

電話：0570-07-0101

（平日９：00～21：00、土・日・祝日９：00～18：00）

IP電話など、上記番号でつながらない場合は、

電話：03-4334-1111

で、お受けいたしております。

地デジであなたをだます詐欺にご注意!!
テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実に

した詐欺が発生しています。身におぼえのない工

事や代金請求にはご注意ください。

地デジ対応で、総務省やテレビ局、その関係機関

がお金を請求することは一切ありません。このよ

うな請求を受けた時は、すぐには支払わず総合通

信局（総務省の地域機関）、お近くの警察署、また

は消費生活センターへご相談ください。

雇用する労働者（一般被保険者）として雇い入れる

中小企業の事業主に対する助成金を拡充しました。

助成金は雇い入れ後６か月ごとに支給され、対象

期間、支給される助成金の総額は以下のとおりです。

●障害者の雇用経験のない企業に対する奨励金

障害者雇用ファースト・ステップ奨励金の創設

障害者雇用の経験のない中小企業（障害者の雇

用義務制度の対象となる56人～300人規模の中小企

業）において、ハローワークの紹介により身体・

知的・精神障害者を初めて継続して雇用する労働

者（一般被保険者）として雇い入れる事業主に対

する奨励金を創設しました。（※雇用失業情勢が改

善するまでの時限措置）

支給額は、１人目の障害者を雇用することに対

し、100万円です。

●特例子会社等の設置及び障害者の雇入れに対する

助成金

特例子会社等設立促進助成金の創設

平成21年２月６日以降に設立する特例子会社又

は重度障害者多数雇用事業所であって、身体・知

的・精神障害者を10人以上雇用するものを設立し

た事業主に対する助成金を創設しました。（※雇用

失業情勢が改善するまでの時限措置）

支給額は以下のとおり、支給期間は３年間です。

《助成金、奨励金の支給には一定の要件がありま

すので、詳しくは都道府県労働局又は最寄りのハ

ローワークにご相談ください。》

この他、障害者を多数雇用している事業所や福祉

施設等への仕事の発注についてもご検討をお願い

します。

対 象 労 働 者  対象期間 
支給額（総額） 
拡充前 拡充後 

身体・知的障害者 1年6か月 90万円 135万円 

短時間労働者の 
　身体・知的・精神障害者 

身体・知的障害者（重度又は 
45歳以上）、精神障害者 

1年6か月 60万円 90万円 

2年 160万円 240万円 

支給金額 
初年度 

2･3年目 

5,000万円 4,000万円 3,000万円 2,000万円 

雇用障害者数 25人以上 20人～24人 15人～19人 10人～14人 

2,500万円 2,000万円 1,500万円 1,000万円 
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中小企業の皆さんへ
手助けのふりをした勧誘・斡旋にご注意ください！

事業主の皆さまへ
障害者の雇用維持、雇用促進にご協力ください！

【勧誘、斡旋の手口は…】

■中小企業倒産防止共済（経営セーフティ共済）

や緊急保証制度の利用のお手伝いをするといっ

た、FAX、ダイレクトメールなどが送りつけら

れていませんか？

■貸付や保証を受けるためには、会員になる必要

があると思わせ、入会金、年会費や保証料など

を振り込ませるという事例が発生しています。

■「中小企業に関係した組合に加入すれば有利な

資産運用ができます」など、不審な勧誘をする

事例も出ています。

【注意事項その１】

中小企業倒産防止共済制度は、

入会金、年会費や保証料は必要ありませんので十

分ご注意ください。

お問合せ：（独）中小企業基盤整備機構

経営安定企画課

電話：03-5470-1540

URL：http://www.smrj.go.jp/

【注意事項その２】

信用保証協会では、

金融斡旋屋などの第三者が介入した保証を取扱い

ません。

信用保証協会と似た名前で来る、

FAX、ダイレクトメールなどには十分ご注意ください。

なお、信用保証協会は、所定の保証料以外に、相談

料、手数料、入会金などをいただくことはありません。

お問合せ（社）全国信用保証協会連合会

電話：03-6823-1200

URL：http://www.zenshinhoren.or.jp/

【注意事項その３】

中小企業に関連する組合から、

有利な資産運用の勧誘を受けたときなどには十分

ご注意ください。

お問合せ：各経済産業局中小企業課

（関東経済産業局は経営支援課）

URL：http://www.chusho.meti.go.jp/link/kumiai.htm

【最新情報は…】

○中小企業庁

URL：http://www.chusho.meti.go.jp

○モバイル中小企業庁

（携帯電話から最新情報にアクセス出来ます。）

URL：http://chusho.mjmk.jp

○（独）中小企業基盤整備機構

URL：http://www.smrj.go.jp/

【不審な勧誘・斡旋などがあれば…】

上記の機関や最寄りの警察署にお問い合わせくだ

さい。その際、相手が示した電話番号、口座番号

などをご提供ください。

現在雇用されている障害者の方の雇用の維持をお

願いします。

障害者については、一旦離職すると再就職が大変

難しい状況です。現在、事業所で雇用されている

障害者の方の雇用の維持にご努力をお願いします。

雇用の維持に当たっては、雇用調整助成金及び

中小企業緊急雇用安定助成金（景気変動などの経

済上の理由による企業収益の悪化から、生産量が

減少し、事業活動の縮小を余儀なくされた事業主

が、解雇を避け、雇用する労働者を一時的に休業、

教育訓練又は出向をさせることによって雇用を維

持していただく場合、休業、教育訓練又は出向に

係る手当等の一部を助成するもの）の活用もご検

討ください。

障害者の雇用促進に向けた取組をお願いします。

障害者雇用促進法に基づく障害者の法定雇用率を

未達成である企業はもとより、達成されている企

業においても、一人でも多くの障害者雇用に向け

た取組をお願いします。

新たな雇い入れについては、下記のような支援

措置を拡充・創設しておりますので、これらのご

活用もご検討ください。

●中小企業について、障害者の雇入れに対する助成金

特定求職者雇用開発助成金の拡充

障害者をハローワーク等の紹介により継続して
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下田市商業協同組合

駐車場事業を基盤に
文化財を活用したまちづくりを

く み あ い 百 景

し
、
共
同
駐
車
場
の
取
得
に
踏
み
切
っ

た
」
と
大
川
理
事
長
は
述
懐
す
る
。

昭
和
五
○
年
、
下
田
駅
前
の
幹
線
道

路
沿
い
に
、
約
五
○
○
坪
の
土
地
を
取

得
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
八
五
台
の
駐
車
場

を
整
備
し
た
。

「
組
合
員
一
人
あ
た
り
一
○
万
円
を
出

資
し
自
己
資
金
に
充
当
。
残
り
は
金
融

機
関
の
借
入
れ
で
対
応
し
た
。
経
済
環

境
や
立
地
環
境
の
良
さ
か
ら
、
順
調
な

運
営
を
重
ね
て
き
た
」
と
理
事
長
は
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
る
。

平
成
八
年
に
は
、
自
動
精
算
シ
ス
テ

ム
を
導
入
。
年
中
無
休
の
二
四
時
間
営

業
体
制
を
確
立
さ
せ
た
。

駐
車
場
は
平
地
自
走
式
の
た
め
、
Ｒ

Ｖ
車
・
１
Ｂ
Ｏ
Ｘ
車
な
ど
の
大
型
車
の

利
用
も
可
能
で
あ
る
。

駐
車
料
金
は
、
最
初
の
一
時
間
が
三

○
○
円
、
以
後
一
時
間
毎
に
二
○
○
円

伊
豆
半
島
の
南
部
に
位
置
す
る
下
田

市
。
天
城
山
系
か
ら
続
く
急
峻
な
山
々

と
入
り
組
ん
だ
海
岸
線
は
、
透
明
度
の

高
い
海
と
相
ま
っ
て
、
美
し
い
景
観
を

醸
し
だ
す
。

古
来
か
ら
、
東
西
海
上
交
通
の
要
衝

を
な
し
、
幕
末
に
は
黒
船
来
航
に
よ
り

日
本
で
最
初
に
領
事
館
の
お
か
れ
た
、

開
国
の
ま
ち
と
し
て
、
歴
史
上
に
大
き

く
名
を
残
し
て
い
る
。

温
暖
な
気
候
と
豊
富
な
温
泉
に
も
恵

ま
れ
、
年
間
約
三
四
○
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
る
。

当
組
合
は
、
市
中
心
街
の
小
売
業
、

飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
商
業
者

九
三
人
が
、
共
同
駐
車
場
の
整
備
を
目

的
に
昭
和
四
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。

下
田
市
は
面
積
の
約
八
割
を
山
林
・

原
野
が
占
め
、
平
坦
な
土
地
が
極
め
て

少
な
い
ま
ち
で
あ
る
。
組
合
が
設
立
さ

れ
た
昭
和
四
○
年
代
は
、
高
度
成
長
期

に
よ
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行

し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

「
当
時
の
下
田
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
て

い
た
。
車
社
会
の
到
来
で
駐
車
場
不
足

は
深
刻
。
下
田
駅
付
近
に
大
型
店
の
出

店
計
画
も
あ
り
、
地
元
商
業
者
が
結
束

と
な
っ
て
い
る
。

駐
車
場
内
に
あ
る
組
合
事
務
所
で

は
、
一
時
間
券
（
三
○
○
円
）、
二
時

間
券
（
五
○
○
円
）、
五
時
間
券
（
一
、

一
○
○
円
）
を
販
売
。
組
合
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
を
購
入
し
、
自
分
の
店
の
買
い

物
客
に
渡
し
て
い
る
。

「
自
動
精
算
機
の
導
入
で
、
基
本
的
に

は
無
人
で
対
応
し
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
は
、
駐
車
場
付
近
の
組
合
員
が

直
ち
に
か
け
つ
け
る
体
制
を
整
え
て
い

る
」。
理
事
長
は
顧
客
へ
の
配
慮
を
強

調
す
る
。

共
同
駐
車
場
か
ら
道
を
一
本
挟
ん
だ

東
側
。
平
成
一
九
年
、
国
指
定
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
「
旧
南
豆
製

氷
所
」
が
隣
接
す
る
。

組
合
の
主
力
事
業
は
、
共
同
駐
車
場

開
国
の
歴
史
溢
れ
る

順
調
な
駐
車
場
事
業

▲伊豆急下田駅前の好環境に位置する共同駐車場。

住　所 〒415-0021
下田市1丁目4番10号

理事長 大川好雄
組合員 56人
設　立 昭和49年12月
T E L 0558-23-4820
F A X 0558-23-4460

文
化
財
で
ま
ち
づ
く
り

▼組合員が顧客に渡す駐車券。組合事務所で販売さ
れる。
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一
体
と
な
っ
て
活
用
案
を
検
討
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
旧
製
氷
所
で
の
イ
ベ
ン
ト

も
多
数
開
催
し
て
き
た
。

し
か
し
、
次
第
に
活
動
資
金
も
限
界

に
達
し
、
さ
ら
に
旧
製
氷
所
の
劣
化
も

進
ん
で
お
り
、
維
持
管
理
に
多
額
の
資

金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
組
合
で
は
旧
製

氷
所
の
駐
車
場
化
案
も
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

「
借
入
金
返
済
等
の
理
由
か
ら
断
腸
の

思
い
で
売
却
を
決
意
。
市
の
仲
介
で
理

解
あ
る
個
人
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。
旧
製
氷
所
の
活
用
は
下
田
市
の
た

め
ど
う
し
て
も
必
要
。
新
た
な
計
画
づ

く
り
に
協
力
は
惜
し
ま
な
い
」
と
理
事

長
は
そ
の
意
志
を
強
調
す
る
。

組
合
は
旧
製
氷
所
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
市
に
六
○
○
万
円
を

寄
贈
。
文
化
財
を
活
用
し
た
歴
史
あ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み
は
続
く
。

の
整
備
運
営
で
あ
る
が
、
こ
の
旧
製
氷

所
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
組
合

は
取
組
ん
で
い
る
。

旧
南
豆
製
氷
所
は
、
大
正
一
二
年
に

建
設
さ
れ
た
伊
豆
石
づ
く
り
の
製
氷
工

場
で
、
約
八
○
年
に
わ
た
り
下
田
の
漁

業
を
支
え
て
き
た
。
平
成
一
六
年
に
製

氷
工
場
と
し
て
の
使
命
は
終
焉
し
た

が
、
貴
重
な
産
業
遺
産
と
し
て
保
存
が

望
ま
れ
て
い
る
。

組
合
は
、
旧
製
氷
所
が
廃
業
し
た
直

後
、
組
合
員
の
出
資
や
、
銀
行
借
入
れ

で
こ
れ
を
購
入
。
下
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
ま
ち

づ
く
り
会
社
）
と
と
も
に
、
旧
製
氷
所

を
活
か
し
た
、
歴
史
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
着
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
地
元
の
伊
豆
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
、
大
正
ロ
マ
ン
の
面
影
を
残
す
旧
製

氷
所
は
下
田
市
の
貴
重
な
財
産
。
歴
史

あ
る
伊
豆
石
建
造
物
を
未
来
に
残
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
」。
理
事

長
は
そ
の
意
義
を
語
る
。

旧
製
氷
所
の
保
存
運
動
は
市
民
を
も

巻
き
込
み
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
・
市
民
団
体
等
が

組合活性化情報

▲「歴史ある建造物でまちづくりを」
と笑顔が絶えない大川理事長。

▼約80年間にわたり下田の漁業を支えてきた「旧南豆
製氷所」。

平成20年度事業・決算の承認並びに平成21年度事業計画・予算の決定等

13：30～15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡 静岡市駿河区南町18－1

会員の皆様が一堂に会し、平成20年度事業の成果をご確認いただくとともに、厳しい経済環境下での
新しい事業の方向性をお決めいただく機会です。
お忙しいなかとは存じますが、ご出席のほどよろしくお願い申し上げます。

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　℡054-254-1511

を開催します。

平成21年6月10日（水）

静岡県中小企業団体中央会は、

平成21年度 中央会通常総会

主要議題
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読者プラザ 

今年ももう暖かい季節が来ました。年々月日が

経つのを早く感じます。三重の短大を卒業し、某

ディーラーに勤め退職、昨年12月から中央会に入

会し2月に正式に正職員として辞令をいただきまし

た。この中小企業静岡を担当している情報企画課

です。今までに経験したことのないことばかりで

はじめは戸惑いました。しかし新しい世界をみる

ことはとても楽しいことで、日々勉強です。

情報企画課は職員交流会などで組合の方々とお

会いできる機会があるので、口下手で上手な話が

できませんが、たくさんの方とお話できればと思

っています。

また、今までの機関誌にある、たくさんの方々

の文章を拝見し、実は今まで本を読むタイプでは

なかったのですが、何の苦もなくさらっと読めて

しまい感動しました。私もそんな素敵な文が書け

るようこれからがんばっていきたいです。

宜しく
お願いいたします。

中央会 情報企画課

小沼 民奈子

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673
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皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
4月号（通巻665号）

新設組合紹介 

現在、建設業にとり限りある資源のリサイクル

や温暖化防止、生態系保全、有害物質の管理など

環境保全への取組みは避けて通れない急務となっ

ている。

こうした中、環境問題に対する高い意識をもつ

焼津市や掛川市、静岡市、藤枝市の建設業に携る4

社が設立したのが当組合である。

組合では、建設廃材などを収納する際に必要な

フレコンバッグをはじめ、建設資材や副資材を共

同購入。仕入れコストの低減を通じ、組合員の経

営基盤の強化に貢献する。さらに将来的には、環

境負荷の少ない建設業を目指し、廃棄されるこれ

ら建設資材の再利用を含めたリサイクルシステム

構築や生活環境事業の研究も視野に入れ、活発に

事業を展開していく考えだ。

なお、組合名の「SKS」は「静岡・建設・サー

ビス」の略称で組合事業を通じ、中小建設業の活

性化に貢献しようという意図を表したものである。

環境負荷の少ない建設業を
目指し事業を展開
協同組合SKS

焼津市

小関春巳理事長

“魔女の一撃”。わが国では急性腰痛症、いわゆ

る“ぎっくり腰”で知られる激痛をヨーロッパで

はこう称するらしい。

私事で恐縮だが、先月中旬、“魔女に一撃”を

見舞われた。なるほど言い得て妙だ、と思うのは

喉元を過ぎた今だから。“一撃”から半時間も経

つと立っていることはもちろん、呼吸をするにも

苦痛を伴う。

「このまま、永遠に直立できないのでは」（大げ

さにも）という思いが頭をよぎりつつ、臥すこと

一週間。ようやく苦悶から解放された。

普段から姿勢の悪さを自覚し、背筋を伸ばすよ

う心がけてはいるものの、パソコンに向かう体勢

は知らず知らずの間に猫背に。

この4月で本誌の編集に携り3年目を迎えた。

姿勢を正し、背筋を伸ばし、“魔女”に付け入る

隙を与えることなく、新たな年度に臨みたい。

（住川）

21年04月号_P01-24  09.4.2 13:38  ページ 24






	665_1表左
	665_2中右
	665_3本文
	665_4中左
	665_5表右

